
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 ちばサイクルール 」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘルメットをかぶりましょう。 
道路交通法の改正により、令和５年４月１日から、全ての自転車利用者に対する乗車用ヘルメット

の着用が努力義務化されています。事故時の被害軽減のため、ヘルメットを着用しましょう。 

 
自転車保険に加入しましょう。 

令和４年７月１日から、千葉県自転車条例で、全ての自転車利用者に対する自転車損害賠償保険

等への加入が義務化されています。事故時の経済的負担軽減のため、自転車保険に加入しましょう。 

【主唱  千葉県交通安全対策推進委員会】 

令和５年 冬の交通安全運動 

１２月１０日（日）から１２月１９日（火）までの１０日間 

令和５年 冬の交通安全運動実施要綱 

運 動 名 

期 間 

目 的 

ス ロ ー ガ ン 

運 動 重 点 

チーバくん 

～ 飲酒運転は絶対しない、させない、許さない ～ 

１ 飲酒運転の根絶 

２ 夕暮れ時と夜間の事故防止と安全運転意識の向上 

３ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

年末は、お酒を飲む機会が増え、飲酒運転による交通事故の発生が懸念

されます。また、日没が早い時期であることから、夕暮れ時や夜間、明け

方の交通事故の増加も心配されます。 

そこで、運動期間中に、交通安全教育や広報啓発活動を集中的に展開し、

広く交通安全思想の普及・浸透を図るとともに、県民一人一人が交通ルー

ルを遵守し、正しい交通マナーを実践することにより、交通事故防止の徹

底を図ることを目的に実施します。 

【 自転車に乗る前のルール 】 

① 自転車保険に入ろう 

②  点検整備をしよう 

③ 反射器材を付けよう 

④  ヘルメットをかぶろう 

⑤ 飲酒運転はやめよう 

【 自転車に乗るときのルール 】 

① 車道の左側を走ろう 

②  歩いている人を優先しよう 

③ ながら運転はやめよう 

④  交差点では安全確認しよう 

⑤ 夕方からライトをつけよう 

「 ゼブラ・ストップ活動 」とは 

 

○ 横断歩道上における歩行者の優先義務を運転者に徹底し、横断歩行者の 

保護等を強化することを目的に実施している活動です。 

 

①「 ゼ 」 →「前方」をよく見て運転、横断歩道に十分注意 

②「 ブ 」 → 横断歩道の手前では「ブレーキ」操作で安全確認 

③「 ラ 」 → 横断歩道でも３（サン）・「ライト」で交通事故防止 

④「 ストップ 」 → 横断する歩行者がいたら、確実な「ストップ」、交通事故を「ストップ」 

 

○ 運転者の皆さんは、横断歩道を横断している（しようとしている）歩行者がいないか、手前から

十分減速してよく確認しましょう。 

 

〇 横断歩道を横断している（しようとしている）歩行者がいる場合、車両は横断歩道の手前で 

一時停止をして、その歩行者の通行を妨げないようにしなければなりません。 



３ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 
 

（１）ヘルメット着用の徹底 

   自転車や特定小型原動機付自転車（いわゆる「電動キックボード等」）を運転するとき

は、被害軽減のため、ヘルメットを着用して安全に利用しましょう。 

 

（２）交通ルール遵守の徹底 

 「自転車は車両」です。飲酒運転、信号無視、一時不停止、二人乗り、夜間の無灯火走行 

などは禁止されています。交通事故防止のための基本的な交通ルールを守りましょう。 

 

【 推進事項 】 

〇 被害軽減のためのヘルメット着用の徹底 

〇 「ちばサイクルール」の周知・啓発 

〇 反射器材の取付けによる自転車の視認性の向上 

〇 自転車損害賠償保険への加入促進 

〇 特定小型原動機付自転車の交通ルールの周知     

 

 

 

 

「ハンドルキーパー」を決めましょう。 

ハンドルキーパーは、車で飲食店などへ行き飲酒する場合に、運転手 

として飲酒しないで、他の人を送り届ける人のことです。飲酒した人に 

ハンドルを握らせないことで、飲酒運転を根絶しましょう。 

 
 

 

運    動    重    点 

１ 飲酒運転の根絶 
 

飲酒運転は、「事故を起こさなければ大丈夫だろう。」、「すぐそこまでだから大丈夫だろ
う。」などと考える遵法精神が希薄な運転者によって引き起こされる極めて悪質・危険な犯
罪であり、いまだに後を絶ちません。 
 
 飲酒運転がどのような結果を招き、飲酒運転の代償はどのようなものか、今一度、すべて
のドライバーが再認識し、家族、職場、地域社会で「飲酒運転は絶対しない、させない、許
さない」社会環境を醸成しましょう。 
 

【 推進事項 】 

  〇 「飲酒運転は絶対しない・させない・許さない」社会環境の醸成 

  〇 事業所における飲酒運転根絶宣言など自主的な取組の推進 

〇 「ハンドルキーパー運動」の普及と運転代行の活用促進 

〇 飲酒運転受刑者の手記等を活用した交通安全教育の推進 

〇 飲酒運転や周辺者三罪の取締りによる悪質運転者の排除 

２ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止と安全運転意識の向上 
 

（１）夕暮れ時と夜間の交通事故防止 

・運転者は、運転速度を控えるとともに、早めのライト点灯やハイビームを活用し、 

交通事故を防止しましょう。 

・歩行者は、交通事故に遭わないように、反射材を着用し、明るい色の服装を心掛け 

ましょう。 

 

（２）横断歩道における歩行者保護意識の向上 

  ・運転者は、横断歩道を横断している（しようとしている）歩行者がいる場合は、横断

歩道の手前で一時停止をし、歩行者を優先しましょう。 

・歩行者は、道路を横断するときは、「手上げ」や「アイコンタクト」などにより、横断

する意思を運転者に明確に伝えましょう。 

 

【 推進事項 】 

〇 「３（サン）・ライト運動」の推進                    

早めのライト点灯、こまめな切替え、反射材の活用、右からの横断者にも注意 

  〇 「ゼブラ・ストップ活動」の推進 

ゼ：前方をよく見て運転、ブ：ブレーキ操作で安全確認、ラ：３・ライトの徹底 

〇 「キラリアップ☆ちば」による反射材の着用促進 

  キ：危険を回避、ラ：ライトアップ、リ：リフレクターやＬＥＤライト 

「千葉県飲酒運転の根絶を実現するための条例」（一部抜粋） 

１．従業員が通勤中に飲酒運転で検挙 

 ⇒ 勤務先に違反事実を通知！！ 

 

２．酒類を提供した客が飲酒運転で検挙       

⇒ 飲食店営業者に違反事実を通知！！  

※勤務先や飲食店営業者には飲酒運転防止措置が義務化        
飲酒運転による悲劇を繰り返さないためにも、県民一人一人がそれぞれの立場で

しっかり考え、行動し、必ず飲酒運転を根絶しましょう。 

 

 

 

 

  

飲酒運転受刑者の手記 

（県警制作動画） 


